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事 業 名
高品質・早期多収技術の短期習得講座による
果樹担い手層の強化育成

内線２１８７

nagachi-nosei@pref.nagano.lg.jp

成果目標
（成果指標）

「りんご新わい化栽培」及び「ぶどう短梢無核栽培」の実践型の講座とＩＣＴ技術による情報配信
を組合わせることにより、受講生の基本技術習得につなげる。

事
業
費
等

事業を構成する細事業名等 実施内容 実績額

事

業

の

概

要

等

目 的
（目指す姿）

多様な地域農業の担い手を確保・育成するため、従来の講座研修（セミナー）体系に技術実践
型の講座とＩＣＴ技術による情報配信を組み合わせ、新規就農者の早期技術習得を図る。

現 状 と
課 題

農業改良普及センターやＪＡ等で開催している各種品目の講座は、地域農業者の協力を得て、
一時ほ場借用している。農業改良普及センターやＪＡの講師が実技を行うが、技術習得していな
い受講生には実技を行わせないのが一般的で、早期技術習得が課題となっている。

内 容

( 変 更 後
の 内 容 )

１　技術実践型講座の開催「短期習得実践道場」
　①講座の開催　りんご新わい化栽培及びぶどう短梢無核栽培
　②技術実践ほ場の設置　りんご及びぶどう　各１か所
２　ＩＣＴ活用によるリアルタイムな情報提供と実践支援
　①ホームページ開設（定点カメラ４台、気象観測装置２台）
　②Facebookによる主要作業動画等の配信

事業期間

備考

事
業
実
績
･
成
果

事 業 実 績 事 業 の 成 果 評 価

１　技術実践型講座の開催
（１）りんご新わい化栽培（高密植等）
　・設置場所：長野市上駒沢
　・受講生　：15名（農家子弟、定年帰農者等）
　・講座回数：10回（実践講座７回、座学等３回）
（２）ぶどう短梢無核栽培
　・設置場所：長野市真島町
　・受講生　：11名（農家子弟、定年帰農者等）
　・講座回数：14回（実践講座９回、座学等５回）
２　ＩＣＴ活用による習得促進
　・Ｗｅｂ上に「情報集積場所」と「Facebook」を開設
　　し、各コーナーで技術習得支援
　　①実践ほ場の定点カメラ画像と気象情報配信
　　　（定点カメラ２回/日、気象情報２時間毎）
　　②「Facebook」による主要作業動画等の配信
　　　（動画：14種類、写真：６種類）
　　③講座資料、各種技術資料の掲載（69回）
　　④講座案内等の連絡（57回）
　　⑤質問及び回答（28回）

　実践型講座とICT技術による主要作
業動画等の配信を組合わせることによ
り、受講生全員（りんご15名、ぶどう11
名）が基本技術を習得できた。
　なお、習得の状況は、自己評価による
習得度チェックと、テスト形式による客
観的調査により把握した。
　また、「情報集積場所(ホームペー
ジ）」では、実践ほ場の生育画像、気象
情報、講座資料、「Facebook」では、主
要作業動画等を配信し、予習・復習でき
る環境を整備することで、技術習得に
役立っている。
　受講生からは、①動画や資料で復習
ができるのがよい、②実践ほ場で実際
に作業しながら質問できてよいと、受講
してよかった感想があった。

短期習得実践道場
講座の開設及びＩＴＣ活用に
よる情報提供と実践支援

480,800

合　　　　　　計 480,800

今後の方向性
　主要作業の動画は、今後もFacebookをとおして、一般活動における果樹講座受講生に対して
配信し、基本技術の習得支援として活用していく。

期待以上

期待どおり

やや下回る

期待以下
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